
６／５（水）に交通安全教室が行われました。ここ数年は雨

のため，校庭で行うことができませんでしたが，今年は校庭で

実施することができました。警察の方に「ブタベルサハラ」な

ど自転車の点検の合い言葉を教わったり，実際に自転車を乗っ

たりなど交通安全について学ぶことができました。 

先日，臨時学校便りに掲載したとおり，陸上記録会では6 年

生が大活躍をしました。臨時号では写真を載せられませんでし

たので，本号にて写真を掲載します。 

６／３（月）にプール開きが行われました。４～６年生がプー

ル掃除できれいにしてくれました。今では，どの学年も楽しみな

がら水泳学習を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

  

 
 

 

日 曜日 予  定 

１ 月 振替休業日 

２ 火  

３ 水  

４ 木 委員会 

５ 金 教育相談日 

６ 土  

７ 日  

８ 月  

９ 火 特別日課 

10 水 特別日課 

11 木 特別日課 

12 金 特別日課 

13 土 夏祭り 

14 日  

15 月 海の日 

16 火 特別日課 

17 水 特別日課，給食終了，大掃除 

18 木 3 時間授業 

19 金 第 1 学期終業式 

20 土 自動電話対応開始 

21 日 夏季休業日 

22 月 プール 

23 火 プール 

24 水  

25 木 プール 

26 金 プール 

27 土  

28 日 ５年林間学校 

29 月 ５年林間学校 

30 火 プール 

31 水 プール 

羽生北小学校・学校通信  令和元年７月号  

 

 

【めざす学校像】５つの気がみなぎる学校 
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魅せた！北小魂！6 年陸上記録会 

スイ・水・スイマーを目指して～プール開き～ 

自分の命は自分で守る～交通安全教室～ 

8 月の主な行事予定 

８／１・２（木・金）プール 

８／13（火）～16（金）学校閉庁日 

８／22・23（木・金）3 時間授業（授業日） 

８／2５（土）親子除草，第1回資源回収 

         6年修学旅行説明会 

８／29（木） 2 学期始業式 

夢をもち、夢に向かって… 

教頭 五十嵐 正  

今回は、教頭の五十嵐が担当します。宜しくお願いします。 

学校で低学年が育てている朝顔の花が咲き始め、植木鉢や畑には、大きなナスやたくさん

のミニトマトが実っています。今年の梅雨は気温の温度差が大きい中 

で、夏が着実に近づいていることを感じる季節になりました。７日は 

七夕。毎年、短冊に願いを込めた子供たちの夢が書かれ、きれいに飾 

り付けられます。 

「サッカー選手になれますように」、「保育士になれますように」な 

ど、子供たちの夢は、大人の感覚をはるかに超えています。お子さん 

の夢は何でしょうか。お子さんの夢を、聞いてあげてみてください。 

大人としては、「それは無理だろう」と思うこともたくさんあると思います。悲しいことに

大人になった私たちは、社会の現実を知っています。 幼い頃の夢とは違う道を選ばざるを得

ないことも多々あります。だから、それを子供に教育として教えようとします。医者になりた

い、サッカー選手になりたいと子供が言っても、現実はこうだ、それはやめたほうが良い、と

無意識にその夢を否定してしまいます。しかしそれを否定してしまうと子供は不安を感じ、

自分が否定されているような感覚に陥ります。そうなると自尊心が失われ、物事をするとき

に自信のない行動をとってしまうことがあります。一番大切なのは、子供が自分で考えた将

来の夢を否定しないことです。 

子供に将来の夢は何ですか、と聞いたときに、「ありません」という答えほどさびしいもの

はありません。中学生になると、「将来、何になりたいの？」と聞くと、「まだわかりません」

という答えが聞かれることがあります。それは現実が分かってくるからであり、いつまでも

夢ばかりを追っていくことはできないと考えるからでしょう。現実に直面するときは必ず来

ます。子供たちは、成長するにつれ、少しずつ現実に気付いていきます。その時こそ大人のア

ドバイスを受け、夢を修正できることが子供たちの生きる力だと思います。 

今のうちは、夢を見させてあげてもいいのではないでしょうか。七夕の晩に親子で夢を語

れるなんて、素晴らしいことだと思います。夢のままで終わるかもしれませんが、その夢を大

人として否定することなく、受け入れてあげたいものです。夢が目標になり、それに向かって

努力する、そんな生き方を子供たちにはしてほしいと思います。 

吉田松陰の言葉に次のようなものがあります。 

 

 

 

夢をもち、夢に向かって挑戦し続け、新しい時代を切り拓く先駆者(パイオニア)となれる

児童の育成に取り組んでいきます。 

 

夢なき者に理想なし、理想なき者に計画なし、計画なき者に実行なし、 

実行なき者に成功なし。故に、夢なき者に成功なし。 

 


